
























































































































着したのは、英語表現の「The news made him sad」の影響によることも外国語の接触が日
本語の変化を与える要因とも考えられる。こうした表現が、当初は誤用とされても、次第
に日本語の中で認められるようになっている。誤用については、「母語干渉」（張 2001）（日






























 中国 台湾 韓国 ロシア 
られ 177 156 125 113 
させ 33 23 15 20 
助動詞 
れる 





























接続詞は表 2 のものである。  
 
表 2 調査対象とした接続詞 
種類   接続詞  
逆接   しかし、しかしながら、けれども、だけど、けど、でも、のに  
順接   それで、だから、そのため、したがって、ゆえに、すると、それなら、それでは  
並列   および、また  
添加   そして  
対比   反対に、一方  
選択   または、それとも、あるいは、もしくは  
説明   なぜなら  
補足   ただし、実は  
言い換え   つまり、要するに  
例示   たとえば、例えば  
注目   特に  




コーパス調査の結果を表 3 に示す。  
 
表 3 母語別接続詞の使用数（単位は実数）  
国立国語研究所「多言語母語の日本語学習者横断コーパス」より 
 
ロシア語 中国語 韓国語 
逆接 1,779 1,225 2,491 
順接 302 250 218 
並列 32 57 92 
添加 0 8 8 
対比 0 4 1 
選択 6 19 11 
説明 3 12 16 
補足 107 61 50 
言い換え 19 2 4 
例示 244 87 34 
注目 11 43 28 
転換 24 13 35 
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